
平成 29年度 佐賀県教育センター 高等学校公民科教育 

研究の実際-1 

(4) 授業実践 

ア 指導と評価の計画（全４時間） 

次程 学習活動 活用する資料等 
評価の観点 

評価規準 
関 思 技 知 

第
一
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

○地方自治に関する「団体自治」

「住民自治」などの重要語句をワ

ークシートに記入する。 

○直接請求に関する図を参考に

住民の権利についてワークシ

ートに記入する。 

 

 

 

 

 

・地方公共団体

の機構図 

 

・直接請求に関

する図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

◎地方自治に関する語句の

意味について理解してい

る。      （ワークシート） 

◎住民が直接地方自治に参

加する制度があることを

理解している。（ワークシート） 

第
二
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

○Ａ市の現状についての調査を

基に問題点を捉え、考えた活性

化のための政策をワークシー

トに記入する。 

○考えた政策についてのプレゼ

ンテーション資料を学習用Ｐ

Ｃで作成する。 

 

 

・Ａ市の自治体

の現状に関す

る資料 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

◎Ａ市の現状について把握

し、活性化するための政策

を考えようとしている。       

（ワークシート）   

◎必要な情報を収集し、考え

た政策をまとめている。 

（学習用ＰＣ） 

第
三
次
（
１
時
間
扱
い
）
本
時 

 

 

 

○Ａ市を活性化させるための政

策について、考えたことをグル

ープ内で発表する。 

○グループでの意見を代表者が

発表し、学級としてどの政策が最

も効果的であるか投票する。 

 

 

・生徒作成のプ

レゼンテーシ

ョン資料 

・生徒作成のプ

レゼンテーシ

ョン資料 

  

 

● 

 

 

● 

   

 

◎考えた政策について根拠

を基に表現している。 

（ワークシート、発言の内容） 

◎他者との合意形成を図り、

効果的な政策は何か判断

している。    （発言の内容） 

第
四
次 

（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

○政治についての質問に答え、発

表する。 

 

 

 

○教科書の「選挙権を大切に」の

内容から一票を投じる大切さ

を読み取る。 

 

 

・質問紙 

 

 

 

 

・年代別衆議院

議員総選挙投

票率の推移の

グラフ 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

    

 

◎自分が住んでいる自治体

の政治に主体的に参画す

る態度が求められている

ことに気付いている。 

（質問紙、発言の内容） 

◎主権者として、責任を持っ

て選挙権を行使すること

の大切さを自覚している。 

（質問紙、発言の内容） 

課

外 

○学級の代表者が直接、Ａ市の市

長に自分たちで考えた政策を

報告する。 

・代表者が作成

した報告書 

     

問い：地方自治の特徴とは何だろうか？ 

単元の基軸となる問い：主権者としての在り方をどう考えるか？ 

問い：Ａ市の問題は何だろうか？ 

問い：Ａ市を活性化させるための政策とは何だろうか？ 

問い：授業を振り返って、地方の政治に対する考えがどのように変わったか？ 



平成 29年度 佐賀県教育センター 高等学校公民科教育 

研究の実際-2 

イ 本時の目標 

・Ａ市を活性化させるための政策を考え、他者と議論する中で最も効果的と思われるものは何かを、

根拠を基に判断し表現できるようにする。                              【思考・判断・表現】 

 

授業の実際 

 学習活動 教師の指導・支援（◆） 

導 

入
（
５
分
） 

                 

 

１ 本時の目標を把握し、議論す

る際のルールを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の目標とグループで議論する際の注意事項について確 

認させた。 

 

 

 

 

 

展 
開 

①
（
20
分
） 

  

２ 考えた政策について話し合 

 う。 

①考えた政策についてグループ

内で発表する。聞く側は発表の

内容をワークシートに記入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②他者の意見について疑問に思

ったことを質問する。 

 

③グループ内で話し合い、最も効

果的と思われる政策を１つに

決める。 

 

④１つに絞った政策の良さや根

拠について話し合う。 

 

 

◆話し合う内容と時間配分について事前に示した。 

◆ワークシートにメモを取りながら話し合うよう伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各グループを机間指導して根拠を基に発表できているか確

認した。 

◆根拠を基に政策を１つに絞る話合いができているか確認し

た。 

本時の問い「Ａ市を活性化させるための政策とは何だろうか？」 

 

「Ａ市の現状は～ 

だから、～という 

政策を考えたよ」 

 

グループの人が考

えた政策を理由も

含めて、生徒がメモ

をした。 

 

 

 

 



平成 29年度 佐賀県教育センター 高等学校公民科教育 

研究の実際-3 

 学習活動 教師の指導・支援 

展 

開 

②
（
20
分
） 

                 

 

３ グループ内で１つに絞った

政策についてグループの代表

者が学級全体に発表する。 

 

４ 聞く側は発表の内容をワー

クシートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆グループの話合いで出た内容についても言及するよう指導

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各グループの発表ごとに内容が深まるよう助言を行った。 

ま
と
め
（
５
分
） 

  

 

５ 各グループの発表の内容を

踏まえ、最も効果的と思う政策

に学習用ＰＣを活用して投票

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆根拠が明確であるものを選ぶよう指導した。 

 

 

 

 

 

 

 

◆投票結果は次時に公表することを伝えた。 

◆本時は個人の考えをグループで共有し、グループの考えを

学級で共有したが、次時は個人での振り返りを行うことを

伝えた。 

 

学習用ＰＣで作成

した資料を電子黒

板に投影した。 

 

「Ａ市の活性化に

つながる政策はど

れかな？」 

●【思考・判断・表現】の評価･･･（ワークシート、発言の内容） 

（Ｂ）「おおむね満足できる」と評価される目安 

 自分の意見を発表し、他者と議論する中で最も効果的な政策を判断している。 

（Ａ）「十分満足できる」と評価される目安 

（Ｂ）に加えて、政策を選ぶ際の視点を踏まえ根拠を明確にして判断している。 

（Ｃ）「努力を要する」の場合の支援 

自分の生活と関連付けて考えるよう促す。 

 

メモした内容は、投

票する際の判断材

料にする。 



平成 29年度 佐賀県教育センター 高等学校公民科教育 

研究の実際-4 

ウ 授業後の取組 

  主権者教育で重要なことは「現実感」であると考えます。時間をかけて考えた政策を授業だけで完

結させてしまうと生徒の主権者としての意欲が損なわれる可能性があるので、考えた政策を生徒代表

がＡ市の市長に報告し、指導・助言をもらうことを計画し、実行しました（資料２、表２）。 

                                                表２ 生徒が考えたＡ市を活性化させるための政策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     資料２ 市長への報告会の様子 

 

 

                       

資料２の写真は生徒代表２名が市長に対し、自分たちで考えた政策の報告を行っている様子です。

市長は生徒が考えた８つの政策一つ一つについて、実現可能性を含めて回答されました。そして、「今

日報告を受けた政策は、政策ではなく夢や希望という段階です。本当の政策とは限られた予算や人員

のなかで、既存の施設や人材をどのように活用するか、と知恵を絞ることです」と述べられました。

市長の指導・助言により、生徒は政治を身近に感じ、考え方も今後、更に現実的になっていくと思い

ます。 

 


